
2025年度一般社団法人岩手県臨床衛生検査技師定時総会議事録

日時：2025 年 5 月 24 日（土曜日）14：00～

会場：岩手医科大学附属内丸メディカルセンター技師研修室

Web 回線及びWeb 会議用装置からなるWeb 会議システム

2025 年度定時総会次第

１ 開会の辞

２ 会長挨拶

３ 議長選出

４ 総会役員選出 資格審査委員・議事運営委員・書記・議事録署名人

５ 総会成立の確認

６ 報告事項

７ 議事

承認第１号 ２０２４年度事業について

承認第２号 ２０２４年度決算について

承認第３号 ２０２４年度監査報告について

第１号議案 ２０２５年度事業計画(案)について

第２号議案 ２０２５年度予算(案)について

第３号議案 ２０２５・２６年度理事・監事の選任（案）について

８ 総会役員解任

９ 議長解任

１０ その他

１１ 閉会の辞

【議事録】

１． 開会の辞

定刻、事務局下川波歩は、本定時総会はWeb 会議システムを用いて開催する旨宣言し、

Web会議システムにより、出席の音声が即座に他の出席者に伝わり、適時的確な意見表明が

互いにできる状態となっていることを確認した上で開会を宣言した。

２． 会長挨拶

３． 議長選出 議長 佐々木 貴美子（岩手県立中部病院）

事務局から提案され、全会一致で承認

４． 総会役員選出

資格審査委員 ：鈴木 知子（岩手県立胆沢病院）



議事運営委員 ：菊池 佐知子（岩手県立遠野病院）

書記 ：藤倉 由規（岩手県立軽米病院）

議事録署名人 ：千枝 貴幸（岩手医科大学附属内丸メディカルセンター）

佐藤 昂（岩手県立中央病院）

５． 総会成立の確認

会員 538 名 出席者 56 名 書面決済 47 名 委任状 196 名

以上、出席者と書面決済、委任状と合わせて 299 名で過半数（269 名）を満たしており、総会

は成立しています。

６．議事

報告事項 高橋一博 会長

令和 7年度事業としては令和 7年 3月 19 日に行われた理事会の決議事項に沿って組織を再編し、事

業を展開致します。決議事項は岩臨技定款細則組織運営規定第 8 章で規定されているように理事会

での決議で決定されましたので、総会へは報告事項となります。ここでは議事に先立ちまして決議され

た報告事項を提示致します。

【1】地区区分の再編について

① 令和 7年度をもって 5 地区制（地区技師会）を廃止し、2 地区制とする。

（矢巾より北を新北部地区、矢巾を含む南を新南部地区とする。ただし旧三陸地区のうち宮古市にある

病院は人数割り調整のため、新北部地区に含まれるものとする。）

② 新しい地区割は理事選出区分とし、地区単位での活動は廃止する。

③ 令和 7年度は 5 地区制のままとする。ただし、各地区で総会を行うが、地区活動は行わない。

④ 地区活動費は令和 7年度から廃止とする。

⑤ 理事選出方法については、令和 7年度の検討事項とする。

【2】学術部の再編について

① 地区部門員がほぼ機能していないため、2 地区制への移行に先行して、令和 7 年度から地区部門

員を廃止する。

② 各部門は部門長と副部門長の 2名体制とし、役割分担を明確にする。

③ 令和 7年度から研修会は学術部主導で開催する。

④ 令和 7 年度の県学会（南部地区主催）に学術部が協力し、令和 8 年度からの県学会は学術部と理

事で企画・運営する。

⑤ 学術活動に必要な人員については、会員に協力を求める。→精度管理等会員に協力要請する。

⑥ 部門長および副部門長の選出方法や組織体制、支出規程の見直し等は令和 7年度の検討事項と

する。

【3】組織再編スケジュールについて

① 令和 8年度から 2地区制を開始するにあたり、日臨技や他県と役員の選任スケジュールを合わせる

ため、令和 7 年度の新役員は 1 年で辞任とする方針。そのため、可能な限り、現行役員を令和 7 年度

の新役員として再任したい。



② 令和 8年度に新役員を選任し、法人登記をすることで日臨技と任期を合わせることが可能となる。

③ 2 地区制への移行にあたり、組織図や規程等の変更が必要となる。令和 8 年度からの移行にむけ

て、令和 7年度中に臨時総会を行うことも検討する。

④ 令和10年度の北日本支部学会は岩手県が担当であり、令和 8年度には実行委員会の立ち上げが

必要となるため、令和 8 年度からの役員は、可能な限り 2 期継続して務める。

【4】組織再編に伴う定款・諸規程等の変更について

〇定款・諸規定の内容を精査し、再編後の組織運営に矛盾を生じないか検討する。

【5】事務局移転について

〇内丸MCの矢巾統合に伴い、内丸 MC が使用できなくなることから、

事務局を紺屋町ギボーシプラザ 402 号へ移転させる。移転に伴う賃貸契約は 7月 1 日からとする。

【6】ホームページのセキュリティ対策について

① ホームページのセキュリティ対策として、SSL 設定が必要であることから、早急に対応する （ホーム

ページ関連で年間 11,880 円の経費が追加となる）。

② 令和 7年度中にサーバー移行も含めたホームページのリニューアルを検討する。

【7】三陸南部山林火災への対応について

① 岩臨技としての対応および被災状況の報告と今後の課題。

② 被災者を対象に会費減免を行う。申請があった場合、直近で開催される理事会で決議し、 県事務

局で免除申請の対応を行う。

③ 今後、県との災害協定も含めた災害対応について検討し、災害マニュアルの作成や規程の見直し

を行う。

④ 火災発生時の岩臨技の対応および被災状況は記録に残した方が良い。東日本大震災を教訓にす

る。

承認第１号 2024 年度事業について

一般経過報告 高橋 一博 会長

① 地区区分の再編について

② 学術部の再編について

③ 組織再編スケジュールについて

④ 組織再編に伴う定款・諸規程等の変更について

事業報告

＜総務部＞ 佐々木 まゆみ 常務理事

１． 組織体制および連絡網の整備について

２． 研修会・会議用ツールの活用について

３． 会員の親睦活動について

４． 事務局の移転について

５． 岩臨技 70周年式典および法人化３５周年記念事業について



＜学術部＞ 小野寺 奈緒 副会長

１． 第 27 回岩手県医学検査学会

２. 令和 6年度（第 30 回）岩臨技精度管理調査

３. 学術部門主催研修会 計 23 回開催（内、助成金申請 15研修会）

※ 開催形式：Web開催 13回、現地開催 9回（内、実技あり 5回）、ハイブリッド開催 1回

４. 北日本支部部門研修会（岩手県担当分）

５. タスク・労働大臣指定講習会 1回開催

＜公益事業部＞ 公益事業部長：川村 将史

公益事業活動として、昨年度と同様に「検査と健康展」を新型コロナウイルス感染症の感染対策

に留意し、県民の皆さまに私たち臨床検査技師の仕事内容を周知する事に特化して開催した。ま

た、

昨年度から導入し、非常に好評だった「AED体験」と「超音波検査体験」も継続して実施した。参

加者（143 名）の多くの人に展示の見学や様々な検査を体験していただくことができた。

公益事業活動の「がん予防啓発活動」の一環として、2024 年 9 月 8 日（日）に安比高原スキー

場を会場に行われた「あっぴリレーマラソン 2024」 に参加した。2020 年から 2023 年までは新

型コロナウイルス感染症の影響で参加を自粛していたため４年振りの参加となった。今回の参加で、

あっぴリレーマラソンを利用して行い始めた公益事業がん予防啓発活動 は「10 年目の記念すべ

き

年」になった。公益事業活動として大腸がん予防啓発トイレットペーパーの配布やビブスに載せた

予防啓発メッセージを通して、広く県民に大腸がん予防啓発ができたと考えている。

＜生涯教育研修部＞ 千葉 寛 副会長

＜精度管理部＞ 高橋一博 会長

＜書記・会報部＞ 藤倉 由規 理事

＜地区技師会・事業報告＞ 書面参照

承認第２号 2024 年度決算書について 佐々木真由美 常務理事

2024 年度収支計算書 （2024 年 4 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日まで）

収支計算書に対する注記 書面参照

財産目録 (2025 年 3月 31 日現在) 書面参照

貸借対照法（2025 年 3 月３１日現在） 書面参照

承認第３号 2024 年度監査報告書について 櫛桁 久美 監事

令和６年度監査報告書

以上承認第１号、２号、３号ともに質疑なく、それぞれ賛成多数で承認された。

第 1号議案 2025 年度事業計画（案）について 高橋一博 会長

〇事業計画（案）

＜総務部＞ 佐々木 まゆみ 常務理事

＜学術部＞ 小野寺 奈緒 副会長



＜公益事業部＞ 川村 将史 常務理事

＜生涯教育研修部＞ 千葉 寛 副会長

＜精度管理部＞ 高橋 一博 会長

＜書記・会報部＞ 藤倉 由規 理事

第 2号議案 2025 年度収支予算（案）について 佐々木 まゆみ 常務理事

2025 年度収支予算（案）について （2025 年 4月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで）

第 3号議案 2025・2026 年度理事・監事の選任案について 下川波歩 事務局

2025・2026 年度理事・監事氏名、所属の提示・画面で共有した（後記の通り）

以上第 1号、2号、3 号議案ともに質疑なく、それぞれ賛成多数で承認された。

７.総会役員解任

議長がすべての議事が終了したことを告げ、総会役員を解任した。

８.議長解任

９.その他：

高橋一博会長より、今回大船渡山林火災に見舞われた皆さまには心よりお見舞い申し上げます。

10.閉会の辞

以上、Web 会議システムを用いた定時総会は、終始異常なく議事がすべて終了したので、

事務局下川波歩は、午後 2時 52 分閉会を宣言した。

以上議事録に相違ないことを確認しました。

2025 年 5 月 24 日 総会議長 佐々木貴美子

議事録署名人 千枝 貴幸

佐藤 昂



第 3号議案補足 2025・2026 年度理事・監事氏名は以下のとおりである。

理 事 高橋 一博 （重任）

理 事 千葉 寛 （重任）

理 事 小野寺 奈緒 （重任）

理 事 佐々木 まゆみ （重任）

理 事 浅沼 匡介 （重任）

理 事 熊谷 正邦 （重任）

理 事 藤倉 由規 （重任）

理 事 川村 将史 （重任）

理 事 朝岡 千佳子 （重任）

理 事 新沼 美穂子 （重任）

理 事 菊池 佐知子 （新任）

理 事 塩越 真由美 （新任）

理 事 佐々木 貴美子 （新任）

理 事 安藤 隆子 （新任）

理 事 高橋 久美子 （新任）

監 事 菊池 英岳 （重任）

監 事 櫛桁 久美 （重任）


